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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　第二回定期考査が終わりました。今回は前回に
比べて科目数も範囲も増え、さぞかし大変だった
人が多いのではないでしょうか。頑張っても今一
つ点数に反映されていないものもあると思いま
す。そんな人はぜひ取り組みの見直しを。10日間
１時間を続けることと10時間を１日でやること
は、おそらく前者の方が記憶に残るでしょう。数
学でいえば計算力は筋トレと同じです。急にマッ
チョにはなれない。少しずつ、コツコツやってみ
てくださいね。
　定期考査も終わって夏休み！と言いたいところ
ですが、来週からは二者面談が始まります。学科
によって話す内容は変わってきますが、基本的に
はみなさんが自分の将来のことを自分で決めてい
けるようにするために行います。
「人間は自由の刑に処されている」—ジャン＝ポ
ール・サルトルの言葉です。ちょっと物々しい言
葉ですが、実は深い意味があります。サルトルは
「人間は、自分の生き方を自分で選ばなければな
らない存在だ」と言いました。そしてその“自由に
選べる”ということは、同時に“自分の行動に責任
を持たなければならない”ということでもある、
と。「自由でいいな」と思われることも多いです
が、自由には迷いや不安、責任がついてまわりま
す。サルトルは、それを「自由の“刑”」とあえて
表現したのです。

　面談の資料を土日で作成する人も多いと思いま
す。高校生になったばかりで、なかなか大変です
よね。でも考えないと始まらない！その調子で少
しずつ進路や生き方を選んでいきましょう。
　上の写真は再来週に迫っている遠足の班別行動
行程決めの様子です。「小町通りのここのお店気に
なる！」とか「お昼は絶対海鮮丼がいい！」と、
かなり盛り上がっている様子でした。私の湘南エ
リアの思い出は、国道134号線沿いにあるドライ
ブインカフェ「Pacific DRIVE-IN」。若かりし頃、
当時付き合っていた方とよく行った思い出の場所
です。そんな彼女は現在私の妻となりました・・
Ａルームの有田先生は、鵠沼でサーフィンをよく
していたようです。「汚い海に入ることで自分の心
が浄化されると思ったから」とよく分からない動
機を伝えてくれました。
　みなさんにも素敵な湘南エリアの思い出ができ
るといいですね。今回班はランダムでしたが、そ
れを楽しくするのは自分次第！学年委員が一生懸
命考えた「写真ビンゴ」「スタンプラリー」を楽し
みましょうね。

　現在、近隣スーパーから段ボールがなくなると
いう事案が発生しているようです。計画的に動い
ている１年生が多いようですね。文化祭は自分た
ちが楽しむことも大事だけど一番は来場者です。
最高のおもてなしをみんなでしよう！！！


